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「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て

○
重
点
事
業
に
対
す
る
取
組
み

1 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
充
実
・

強
化

　

地
区
社
協
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、
住
民

主
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
福
祉
関
係
機
関
も

含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ

を
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
を
形
成
し
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
の
あ
り
方
を
改
め
て
見

直
し
、
多
様
な
ケ
ー
ス
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

⑴
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
の
推
進

①
地
区
社
協
基
盤
強
化
事
業

②
地
区
社
協
福
祉
会
議
事
業

③
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

•
地
区
社
協
を
運
営
主
体
に
、
従
来
の
見
守

り
が
必
要
な
高
齢
者
世
帯
に
加
え
、
生
活

困
窮
者
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
障
が

い
者
等
の
世
帯
に
対
し
て
住
民
の
自
主
活

動
に
よ
る
定
期
的
な
見
守
り
活
動
や
生
活

に
必
要
な
支
援
を
行
う
。

•
必
要
に
応
じ
て
集
落
単
位
で
支
援
方
法
を

検
討
す
る
「
ご
近
所
会
議
」
の
開
催
。

•
市
社
協
の
支
援
は
、
福
祉
相
談
員
、
専
門

員
が
見
守
り
会
議
や
対
象
者
、
訪
問
員
の

調
整
活
動
を
地
域
と
協
働
で
行
う
。

⑵
地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
実
施

①
地
域
文
化
伝
承
事
業

②
広
報
紙
作
成
支
援
事
業

③
高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

④
友
愛
訪
問
支
援
事
業

⑤
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
新
規
立

ち
上
げ
推
進
事
業

⑶
各
種
連
絡
会
・
委
員
会
の
開
催

①
地
域
社
協
連
絡
会
の
開
催
（
市
圏
域
）

②
地
域
社
協
会
議
の
開
催
（
地
域
圏
域
）

③
地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
の
開
催

（
市
圏
域
）

④
地
区
社
協
会
長
・
事
務
長
会
議
の
開
催

（
市
圏
域
・
地
域
圏
域
）

⑷
愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
・
民
生
委
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携

⑸
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

⑹
保
健
・
福
祉
・
医
療
機
関
・
団
体
と
の
連

携
⑺
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及

⑻
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

①
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催
（
６
地
域
）

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

（
６
地
域
）

2 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の

推
進

⑴
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
推
進

事
業

①
サ
ロ
ン
の
立
上
げ
及
び
運
営
支
援

②
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
事
業

③
サ
ロ
ン
食
材
費
助
成
事
業

④
サ
ロ
ン
備
品
整
備
助
成
事
業
（
平
成
27

〜
29
年
度
）

⑤
サ
ロ
ン
外
出
支
援
事
業

⑥
サ
ロ
ン
買
い
物
支
援
事
業
（
平
成
27
年

〜
29
年
度
）

⑵
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
普
及
啓
発
事
業

①
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

3 

権
利
擁
護
・
生
活
支
援
体
制
の
強
化

⑴
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

⑵
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⑶
法
人
後
見
事
業

⑷
権
利
擁
護
の
普
及
・
啓
発
・
連
携

⑸
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

①
県
社
協
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
及
び
償

還
業
務

②
市
社
協
生
活
困
窮
者
等
緊
急
援
護
資
金

の
貸
付
及
び
償
還
業
務
（
新
設
）

⑹
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会
の
実
施

⑺
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
関
す
る
事
業

①
緊
急
食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業

②
就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

③
子
ど
も
の
学
習
支
援
・
居
場
所
づ
く
り

事
業

4 

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
の
策

定
（
新
設
）

　

社
会
状
況
の
変
化
や
美
作
市
の
策
定
す
る

各
種
福
祉
計
画
を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
市
社

協
が
実
施
す
る
事
業
等
に
関
し
て
、
平
成
30

平
成
29
年
度 

事
業
計
画・予
算
が
決
定

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
３
月
24
日
㈮
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
、
第
４
回
理
事

会
及
び
第
３
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
（
全
社
協
）

に
基
づ
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
区
社
協
を
基

礎
組
織
に
据
え
た
地
域
福
祉
の
推
進
」
に
加
え
て
、
制
度
の
狭
間
で
必
要
な
支

援
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
方
を
地
域
住
民
の
気
づ
き
を
生
か
し
て
早
期
に
発

見
し
、
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
づ
く
り
も
進
め
る
と
い
う
、
個
別
支
援

と
地
域
支
援
を
融
合
す
る
新
た
な
地
域
支
援
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
地
域
住

民
や
行
政
、
多
様
な
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
「
地
域
住
民
に
よ
る

共
助
の
層
を
厚
く
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
に
向
け
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

理事会で事業計画・予算について協議

針方本基



3

年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

5 
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の
実
施

（
新
設
）

　

改
正
社
会
福
祉
法
で
美
作
市
内
に
所
在
す

る
社
会
福
祉
法
人
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分

野
の
枠
を
超
え
て
、
相
互
の
連
携
と
協
働
を

図
り
な
が
ら
制
度
の
狭
間
に
あ
る
新
た
な
福

祉
ニ
ー
ズ
に
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組

む
新
た
な
組
織
を
設
立
し
、
地
域
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
担
う
各
種
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

⑴
「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協

議
会
」
の
設
置
・
運
営

⑵
市
内
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
連
携
事
業

①
「
カ
ツ
弁
配
達
事
業
」（
生
活
困
窮
者

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

②
「
お
家
さ
わ
や
か
事
業
」（
ゴ
ミ
屋
敷

の
清
掃
作
業
）

③
「
わ
ー
く
・
わ
ー
く
事
業
」（
中
間
就

労
支
援
）

6 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
と
活
動
支

援
⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

①
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
絡
調
整
や
活

動
支
援

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
・
支

援

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発

①
「
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
」
の

実
施

②
小
・
中
学
校
等
で
の
福
祉
教
育
に
関
す

る
支
援

③
人
材
の
育
成
（
養
成
講
座
・
研
修
会
の

開
催
）

7 

子
育
て
支
援
の
推
進

⑴
子
育
て
サ
ロ
ン
（
勝
田
１
・
大
原
１
・
東

粟
倉
１
．
美
作
２
・
作
東
２
・
英
田
１
）

⑵
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
（
美
作
）

⑶
預
か
り
保
育
（
大
原
・
美
作
）

⑷
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
美

作
１
）

⑸
子
育
て
用
品
の
貸
し
出
し
事
業

8 

広
報
活
動
の
充
実

⑴
社
協
だ
よ
り
の
発
行
（
年
６
回
）

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

⑶
地
区
社
協
だ
よ
り
発
行
の
推
進

9 

介
護
保
険
と
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
・
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
の
円
滑

な
運
営

⑴
指
定
介
護
保
険
事
業

①
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
大
原
）

②
訪
問
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
）

③
通
所
介
護
事
業（
大
原
・
東
粟
倉
・
作
東
）

④
訪
問
入
浴
介
護
事
業
（
大
原
）

⑤
介
護
予
防
事
業

⑵
在
宅
福
祉
事
業

①
福
祉
器
具
・
物
品
・
祭
壇
の
貸
出
事
業

②
福
祉
機
器
・
介
護
用
品
斡
旋
事
業

③
福
祉
有
償
運
送
事
業

④
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
（
大
原
・

作
東
）

⑤
食
の
自
立
支
援
事
業
（
大
原
・
作
東
・

英
田
）

⑶
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

①
居
宅
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
）

②
地
域
生
活
支
援
事
業

③
障
が
い
者
作
業
所（
美
作
：
む
ぎ
の
会
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型

10 

福
祉
団
体
へ
の
支
援

⑴
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

⑵
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

⑶
遺
族
会

⑷
保
護
司
会

⑸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

11 

法
人
運
営
体
制
の
強
化

12 

指
定
管
理
施
設
の
経
営

13 

共
同
募
金
運
動
の
推
進

平成29年度 一般会計 資金収支予算書
（自）平成29年4月1日　（至）平成30年3月31日

【社会福祉事業 合算】　　　　　　　　　　　　  単位：千円

勘　定　科　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　

入

会費収入 7,830 7,782 48
寄附金収入 5,500 5,500 0
経常経費補助金収入 57,514 58,978 △1,464
受託金収入 50,619 55,967 △5,348
貸付事業収入 500 0 500
事業収入 2,836 3,818 △982
介護保険事業収入 179,480 186,968 △7,488
障害福祉サービス等事業収入 7,020 5,950 1,070
受取利息配当金収入 2,600 2,630 △30
その他の収入 1,070 865 205

事業活動収入計 ⑴ 314,969 328,458 △13,489

支　
　

出

人件費支出 228,768 232,808 △4,040
事業費支出 58,951 67,336 △8,385
事務費支出 2,727 3,221 △494
貸付事業支出 500 0 500
共同募金配分金事業費支出 2,180 2,290 △110
助成金支出 22,719 24,687 △1,968
負担金支出 1,261 815 446

事業活動支出計 ⑵ 317,106 331,157 △14,051
事業活動資金収支差額 ⑶=⑴-⑵ △2,137 △2,699 562

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入 施設整備等収入計 ⑷ 0 0 0

支
出
固定資産取得支出 0 193 △193

施設整備等支出計 ⑸ 0 193 △193
施設整備等資金収支差額 ⑹=⑷-⑸ 0 △193 193

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
積立資産取崩収入 16,350 16,180 170

その他の活動収入計 ⑺ 16,350 16,180 170

支
出

積立資産支出 2,443 1,926 517
その他の活動による支出 9,770 9,362 408

その他の活動支出計 ⑻ 12,213 11,288 925
その他の活動資金収支差額 ⑼=⑺-⑻ 4,137 4,892 △755
予備費支出 ⑽ 2,000 2,000 0
当期資金収支差額合計 ⑾=⑶+⑹+⑼-⑽ 0 0 0
前期末支払資金残高 ⑿ 0 0 0
当期末支払資金残高 ⑾+⑿ 0 0 0

資金収入支出予算総額 331,319 344,638 △13,319
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食料支援おむすび事業への
ご支援をお願いします。

　美作市社会福祉協議会では、市民の皆様からお米の寄付を募り、食事に困っている家庭へ食料支
援を行うおむすび事業に取り組んでいます。
　お陰様で、平成27年度より皆様から約2,185kgのお米の寄付をいただき、その内1,555kgを必要
とされている家庭に提供することができました。
　「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」を推進していくため、【おむすび事業】
に引き続き、皆様のご支援とご協力をお願いします。

お米（玄米） … どの家庭でも食べられており、長期保存が可能なため
  （古米でも歓迎）
※精米作業は、希望される方にお渡しする前に事務局で行います。

美作市社会福祉協議会各支所で受け付けしています。
※30kg以上の寄付をしてくださる方はご自宅までいただきにまいります。

☆寄付をお願いしたい物

☆受付場所

日　時：毎月第１火曜　10時～12時
場　所：世代交流多目的ホール（北山401）
対　象：赤ちゃん（０か月～１歳まで）の親子・妊娠

中の方
内　容：自由に遊んで、おしゃべりして交流！お母さ

んや妊婦の方がゆったりと過ごし、気分をリ
フレッシュしていただくのが目的です。
ベビーマッサージや親子遊びなど楽しい行事
もありますよ！
ベビー服等のリサイクルも行っています！
（リサイクル用品を随時受け付けています。）

子育てが楽しくなる！
同級生のママ友づくり！

赤赤ちゃんサロン えんぜる

気軽に遊びに来てくださいね。
お待ちしています！

【問い合わせ先】
美作支所　電話：７２－３６７７

平成29年4月
より下記の通り変更となります

（お問い合わせ先の市社協各支所の電話番号は12頁へ掲載）
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薬剤師によるお薬相談会薬剤師によるお薬相談会
サロンへ出前講座  岡山県薬剤師会美作支部

　岡山県薬剤師会美作支部では、地域の皆様との触れ合いはもとより、皆様の健康に少しでも
お手伝いや助言ができればと、薬剤師がふれあいサロンにお邪魔して、お薬相談会を開催させ
ていただきます。
　開催を希望されるふれあいサロンの各地区代表の方は、美作市社会福祉協議会各支所に希望
の日程・時間をお知らせください。準備ができ次第、薬剤師会より連絡させていただきます。
　日頃、疑問に思っているお薬の事や健康の事、今更聞けないお薬の疑問などにもお答えいた
します。ご近所の方をお誘いの上、お気軽に
ご参加ください。
（お問い合わせ先の市社協各支所の電話番号
は12頁へ掲載）

当日の予定
講演会や相談会

質疑応答

例：お薬手帳の必要性、お薬の基礎知
識、ジェネリック医薬品とは、認
知症とお薬等

　※ご希望の内容がございましたら、
予めお伝えいただければ対応も可
能です。

講演内容だけでなく、お薬、
健康に関することなど何でも
構いません。

〒708-0004　岡山県津山市山北636の2

介護保険　 指定居宅サービス事業者
福祉用具　 販売・貸与（レンタル）

㍿津山医研
介護保険事業所番号　3370300190

電　話（0868）２３-０５６９
ＦＡＸ（0868）２３-８７４４
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不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方
慢性皮膚疾患でお悩みの方 目でお悩みの方
置　き　薬 配　　　達

①訪問介護員
常勤勤務（試用期間有り）
　　　　　　…￥150,000～
パート…試用期間￥800
上記介護職員・有資格者に限る

②生活支援者
運転免許必要
日常生活の支援
野外作業・料理・掃除・洗濯・等
時給…￥８００ー

NPO法人シルバーライフサポートもも

急募急募 訪問介護職員・生活支援者
資格・年齢
不問

お問い合わせ　0868-73-0110お問い合わせ　0868-73-0110
URL：http://lifemomo.jp

相談
　

父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
母
は
既
に

他
界
し
て
い
ま
す
。
私
は
兄
と
２
人
兄

弟
で
す
が
、
父
に
は
ほ
と
ん
ど
預
貯
金

は
な
く
、
兄
が
同
居
し
て
い
た
父
名
義
の
実
家
の
土

地
と
建
物
し
か
財
産
ら
し
い
財
産
は
な
い
よ
う
で
、

兄
か
ら
「
活
動
的
だ
っ
た
父
だ
か
ら
ど
こ
か
で
借
金

し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
け
ど
、
借
金
が
あ
っ
て
も

俺
が
払
う
か
ら
、
相
続
放
棄
を
し
て
く
れ
。」
と
言

わ
れ
、
私
が
相
続
放
棄
す
る
旨
書
か
れ
た
兄
宛
の
書

面
に
署
名
押
印
し
て
兄
に
渡
し
ま
し
た
。
も
し
、
借

金
が
あ
っ
た
と
し
て
も
私
が
借
金
を
払
う
こ
と
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

回答
　

民
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
相
続
放

棄
」
の
手
続
を
と
れ
ば
あ
な
た
が
お
父

様
の
借
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
相
続
放
棄
」
は
、
自
分
が
相
続

人
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か
ら
３
ヶ
月
以
内

に
家
庭
裁
判
所
に
対
し
相
続
放
棄
の
申
述
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
は
相
続
放
棄
す
る
旨
書
か

れ
た
書
面
に
署
名
押
印
し
た
だ
け
で
す
の
で
、
民
法

に
規
定
さ
れ
た
「
相
続
放
棄
」
を
し
た
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
法
律
の
言
葉
で
い
え
ば
、
あ
な
た
が
行

な
っ
た
の
は
、
ご
自
身
の
相
続
分
を
お
兄
様
に
譲
渡

し
た
、
す
な
わ
ち
相
続
分
の
全
部
譲
渡
を
し
た
だ
け

で
あ
り
、
相
続
人
と
し
て
の
立
場
は
残
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
お
父
様
が
相
続
財
産

か
ら
支
払
え
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
残
さ
れ
て
い
た
場

合
、
お
兄
さ
ん
が
支
払
え
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
が
借

金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

で
す
が
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
家
庭
裁
判
所
の
実

務
で
は
、
お
父
様
が
「
借
金
を
残
さ
れ
て
い
る
の
を

知
っ
た
と
き
か
ら
３
ヶ
月
以
内
」
で
あ
れ
ば
裁
判
所

に
相
続
放
棄
の
申
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

取
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
お
兄
さ
ん

や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
お
父
様
の
借
金
が
あ
る
こ
と

の
連
絡
が
あ
っ
て
か
ら
で
も
、
相
続
放
棄
の
申
述
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
い
つ
借
金
の
存
在
を
知
っ
た
の
か
に
つ
い

て
争
い
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
相
続
を
さ
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
家
庭
裁
判
所
で
相
続

放
棄
の
申
述
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

相 談 コ ー法 律 ナ ー

弁護士法人
ゆずりは美作法律事務所
弁護士  　大 山　 知 康
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国土交通省許可　中国自許第６号　中国自一第283号　中国自二第148号

有限会社　ナイカイグループ

みまさか 市 葬 儀 会 館 岡山県美作市豊国原1081
TEL（0868）72-0983

美咲・赤磐・美作葬儀会館 岡山県久米郡美咲町高下283
TEL（086）954-0983

奈義・勝北・勝央・葬儀会館 岡山県勝田郡奈義町上町川1628-1
TEL（0868）36-8983

※タクシー事業部／安全タクシー・湯郷タクシー　　※バス事業部／ナイカイ観光

介護保険Q&A
　時々お尋ねのある介護保険についての素朴な疑問
について、お答えしていきます。

Q 40歳をむかえ、給料明細をみたら介護保険料
が差し引かれていました。保険料を徴収されるよう
になったけど、介護サービスを利用できますか？

A 美作市に住所があり医療保険に加入している
40歳以上64歳までの方は、加入している健康保
険（国民健康保険や職場の健康保険等）に介護保険
料が上乗せされています。仕事をされている方で、
40歳を迎えられた方は給料明細を見て、急に介護
保険料が徴収されていて、びっくりされた方もある
かもしれません。

　原則として、本人の希望でなくても、介護保険の
サービスを利用していなくても、40歳以上全ての
方には、介護保険料を支払う義務があります。
　では、40歳になって介護保険料を納めるように
なったから、介護サービスがすぐに受けられるかと
いうとそうではなく、サービスを利用するには条件
があります。
　介護保険は老化によって起こる病気や症状が対象
なので、事故の後遺症やもともと障害があって介護
が必要な人でも特定疾病と認められない場合、65
歳になるまで介護保険のサービスは使えません。
　すぐに介護サービスを使いたいということでした
ら、特定疾病に該当して介護保険が利用できるか、
介護保険ではなく他の福祉サービスを利用できる
か、美作保健センターの総合相談窓口や、地域の包
括支援センター窓口にご相談ください。

大原指定居宅介護支援事業所

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円
1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK16 16921　2017.2.3 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉



8

源流の源流の郷郷ううてて
右手養魚センター右手養魚センター

TEL 77 2071
FAX 77 2153

アマゴ・ニジマスの釣り・つかみ取りが体験できる施設。
ご家族・グループでおいでください。
貸し竿もあり。バーベキューも出来ます。

☎0868（72）6660（担当：木村）

職員（介護・看護スタッフ）募集
ぜひ、見学にお越しください。ぜひ、見学にお越しください。

ショート・デイサービス 蛍流荘
美作市湯郷903

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

パートも
募集中

気軽にお電話ください。

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
？

　

ず
っ
と
勤
め
に
出
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
地
域
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
年
前
か
ら
市
の

栄
養
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
、
栄
養
委
員
活

動
の
ほ
か
、
地
区
社
協
や
地
域
社

協
の
活
動
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
今
ま
で
に
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
？

　

栄
養
委
員
活
動
で
は
、
栄
養
委

員
が
作
っ
た
お
弁
当
を
持
っ
て
ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
や
高
齢
者
の
お

宅
を
訪
問
し
て
声
掛
け
を
し
た
り
、

　

大
原
地
域
に
お
住
い
の
西
田

尚
美
さ
ん
は
、
お
お
は
ら
語
り

の
会 
昔
こ
っ
ぷ
り
の
代
表
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
で
様
々
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
西
田
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
お
は
ら
語
り
の
会 

昔
こ
っ
ぷ
り 

代
表 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
大
原
地
域
】

西
田
尚
美 

さ
ん

地
元
の
高
校
で
行
う
「
思
春
期
の

食
育
教
室
」
で
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
や
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
高

校
生
と
一
緒
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

地
区
社
協
や
地
域
社
協
で
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
お
宅
を
訪

問
し
た
り
、
敬
老
会
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

近
く
に
い
て
も
普
段
な
か
な
か

お
会
い
で
き
な
い
地
域
の
み
な
さ

ん
と
お
話
し
す
る
機
会
が
増
ま
し

た
し
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

で
も
、
こ
う
し
た
活
動
に
参
加

し
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
、
十
分

な
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

語
り
の
会
も
昨
年
11
月
に
発
足

し
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
駆
け
出
し
で
す
。

＊「
お
お
は
ら
語
り
の
会 

昔
こ
っ

ぷ
り
」の
名
前
の
由
来
は
？

　

昔
話
を
語
る
と
き
、「
昔
む
か

し
…
」
の
言
葉
で
お
話
が
始
ま

り
、
こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
と
き

に
「
昔
こ
っ
ぷ
り
」
で
締
め
く
く

り
ま
す
。

　

始
ま
り
と
終
わ
り
の
言
葉
は
地

域
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う

で
す
が
、「
昔
こ
っ
ぷ
り
」
と
い

う
言
葉
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
と
こ
ろ

と
、
ほ
ん
わ
か
と
し
た
感
じ
が
心

地
よ
い
こ
と
か
ら
、
会
の
み
ん
な

で
相
談
し
て
決
め
ま
し
た
。

※
今
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
は
？

　

今
は
自
宅
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
裁
縫

を
し
た
り
、
料
理
を
作
っ
た
り
、

暖
か
く
な
っ
た
ら
花
の
植
え
替
え

も
し
た
い
し
、
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
に
行
き
た
い
し
…
楽
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
昔
話
の
語
り
も
と
て
も
楽

し
い
で
す
。

昔話を語られる西田さん（写真中央）

輝
く
輝
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
最
後
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
、メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
、
大
原
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
「
立
石
お
じ
さ
ん
の
語
り
の

学
校
」
の
講
座
の
受
講
者
が
集
ま

っ
て
「
お
お
は
ら
語
り
の
会　

昔

こ
っ
ぷ
り
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
在
、
10
名
の
会
員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

昔
話
を
語
る
と
き
は
、
本
を
読

む
の
と
違
っ
て
、
方
言
の
ま
ま
自

分
の
言
葉
で
語
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
聞
く
人
も
語
る
人
も
、
大
人

も
子
ど
も
も
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　

昔
話
の
語
り
を
通
じ
て
、
地
域

の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
た

ら
、
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に

昔
話
の
楽
し
さ
や
優
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

おおはら語りの会 昔こっぷり定例会の様子
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３
月
16
日
㈭
、
作
東
地
域
の
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
会

議
が
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
40
名
の
サ
ロ
ン
代
表
者

が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
活
動
に
つ

い
て
の
思
い
や
、
運
営
上
の
工
夫
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。「
代
表
に
な
っ
た
ば
か
り
な

の
で
、
他
の
サ
ロ
ン
の
情
報
を
聞
け

て
参
考
に
な
っ
た
。」「
大
変
な
こ
と

も
あ
る
が
、
サ
ロ
ン
が
楽
し
み
だ
と

い
う
参
加
者
の
声
を
聞
く
と
、
続
け

て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。」
な

ど
、
日
頃
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

作
東
支
所　

安
東　

賢
治

支所通信

さ
く
と
う
支
所

ひ
が
し
あ
わ
く
ら
支
所

作
東
地
域
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
会
議
で
情
報
交
換
!

サ
ロ
ン
で
ど
ん
な
こ
と
し
よ
る
〜
？

うちのサロンではこんなことしよるで～

活発に意見を交わすサロン代表者の皆さん

　

美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
東
粟

倉
支
部
で
は
、
３
月
29
日
㈬
、「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
当
日
は
役
員
の
方
の
参
加
に

よ
り
、
東
青
野
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
桜
の

苗
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。
春
の
心
地
よ
い

日
差
し
を
浴
び
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ

ッ
プ
、
じ
ょ
れ
ん
、

ツ
ル
ハ
シ
を
手
に
桜

の
木
の
成
長
と
、
ま

だ
先
に
な
る
で
あ
ろ

う
開
花
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
１
本
１
本

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
作
業

で
き
て
気
持
ち
よ
か

っ
た
！
」「
近
く
を

通
る
た
び
に
、
こ
こ

の
桜
の
こ
と
が
気
に

な
る
ん
だ
ろ
う
な
ー
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

東
粟
倉
支
所　

中
田　

真
樹

き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

〜
市
老
連
東
粟
倉
支
部
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
〜

作業の一コマ。きれいな花が咲きますように。
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あなたのまちの
高齢者ふれあい・いきいきサロン

　

真
殿
地
区
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
第
３
火
曜

日
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
始
め
て
か
ら

今
ま
で
１
０
８
回
楽
し
く
続
け
て
こ
れ
ま

し
た
。

　

私
達
の
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。
一
番
の
特
徴
は
、
対
象
者
を
４
グ

ル
ー
プ
に
編
成
し
て
い
て
、
１
グ
ル
ー
プ

が
１
か
月
ず
つ
当
番
に
な
り
、
当
日
の
会

場
準
備
や
片
付
け
、
昼
食
づ
く
り
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
午
前
10
時
か
ら
の
開
催
で

す
が
、
当
番
グ
ル
ー
プ
は
少
し
早
く
出
て

軽
食
を
準
備
し
ま
す
。
そ
し
て
開
催
時
間

に
な
る
と
皆
で
一
緒
に
楽
し
む
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

内
容
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に

と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
秋

の
案
山
子
づ

く
り
や
３
月

に
は
参
加
さ

れ
て
い
な
い

人
に
手
作
り

弁
当
を
持
参

し
て
参
加
呼

び
か
け
を
す

る
こ
と
等
は
、

他
の
地
区
と

は
少
し
変
わ

っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

　

２
月
の
サ
ロ
ン
は
、
地
元
栄
養
委
員
さ

ん
指
導
の
も
と
全
員
で
料
理
を
作
り
、
何

時
も
よ
り
ひ
と
手
間
か
け
た
美
味
し
い
昼

食
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
我
家
の
お

味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
も
測
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
折
り
紙
を
し
て
い
ま

す
。
毎
年
で
き
た
も
の
を
模
造
紙
に
貼
り

出
し
、
地
域
の
人
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、「
自
分

た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
仲
良
く
楽
し
く
集
っ
て
い

ま
す
。　
（
寄
稿
：
代
表　

皆
木　

時
子
）

真
殿
地
区
サ
ロ
ン

和
や
か
地
区
で
楽
し
い
サ
ロ
ン
開
催
！

料理５品完成で～す♪

勝田
地域

おひなさまが折れました！

　美作市社会福祉協議会では、手芸や手品、楽器演奏など特技
を活かしたボランティア活動をしていただける「特技ボランティア
さん」を募集しています。
　あなたも、自分の特技を活かしてみんなに喜ばれるそんな素敵
なボランティア活動をしてみませんか。

•安心して活動できるようにボランティア活動保険に加入します。
　ボランティア活動中の不慮の事故に対応するため、毎年度初回ボランティア
活動のときに社協でボランティア活動保険に加入していただきます。

社協から、特技ボラン
ティアさんへの支援

　例えば、手芸・手品・押し花・楽器演奏・合唱・舞踊や、そば打ちなどの指導、
地域の歴史・野菜作り・昔話などのお話など。

どんな特技が
あればいいの？

特技ボランティア活動
までのながれ

③サロンなどから依頼
があれば、社協がボラ
ンティアさんへ連絡・
調整します。

②登録内容をもとに社
協で紹介チラシを作成
し、ふれあいサロンな
どへ紹介します。

①まずは、お近くの社
協各支所で特技ボラン
ティアとして登録して
いただきます。

特技ボランティアさん募集中!!特技ボランティアさん募集中!!

（お問い合わせ先の市社協各支所の電話番号は12頁へ掲載）
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平
成
29
年
2
月
24
日
開
催
の
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に

お
い
て
、
次
期
評
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、　

次
の
方
々
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

上
原　

義
人　

自
治
振
興
協
議
会
の
代
表
者
（
勝
田
地
域
）

中
嶋　

義
晴　

自
治
振
興
協
議
会
の
代
表
者
（
大
原
地
域
）

小
松　

美
之　

自
治
振
興
協
議
会
の
代
表
者
（
東
粟
倉
地
域
）

鳥
越　

重
一　

自
治
振
興
協
議
会
の
代
表
者
（
美
作
地
域
）

原　
　

知
行　

自
治
振
興
協
議
会
の
代
表
者
（
作
東
地
域
）

藤
原　
　

功　

自
治
振
興
協
議
会
の
代
表
者
（
英
田
地
域
）

井
上　

正
子　

愛
育
委
員
会
の
代
表
者

村
上　

凉
子　

栄
養
委
員
会
の
代
表
者

谷
口　
　

亘　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
代
表
者

平
田　

正
行　

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
代
表
者

丸
本　

育
子　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
代
表
者

熊
谷　

要
治　

保
護
司
会
の
代
表
者

安
東
眞
理
子　

精
神
障
害
者
家
族
会
の
代
表
者

難
波　

幹
雄　

知
的
障
害
者
家
族
会
の
代
表
者

赤
堀　

桂
子　

主
任
児
童
委
員
の
代
表
者

江
見　
　

勉　

行
政
関
係
者
（
美
作
市
保
健
福
祉
部
部
長
）

【
任
期
】

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
選
任
後
4
年
以
内
に
終
了
す
る

事
業
年
度
の
う
ち
、
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の

終
結
の
時
ま
で

新
評
議
員
紹
介

○
東
粟
倉
支
所
長
兼
福
祉
活
動
専
門
員 

春
名　

知
美

　
（
前
大
原
支
所
主
任
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
）

○
英
田
支
所
長
兼
福
祉
活
動
専
門
員 

中
田　

真
樹

　
（
前
東
粟
倉
支
所
長
兼
福
祉
活
動
専
門
員
）

○
作
東
支
所
主
任
福
祉
活
動
専
門
員 

西
森
真
都
美

　
（
前
日
援
事
業
専
門
員
兼
福
祉
相
談
員
）

○
総
務
課
主
事 

天
野　

心
平

　
（
前
作
東
支
所
福
祉
活
動
専
門
員
）

○
大
原
支
所
介
護
保
険
事
業
統
括
管
理
責
任
者
兼
大
原
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
長
、

　

介
護
支
援
専
門
員 

保
利
圭
一
朗

（
前
大
原
介
護
保
険
事
業
統
括
管
理
責
任
者
兼
通
所
介
護

生
活
相
談
員
）

○
作
東
支
所
主
任
訪
問
介
護
員 

明
石　

啓
江

　
（
前
作
東
支
所
主
任
介
護
員
）

○
作
東
支
所
主
任
通
所
介
護
員 

新
免
早
百
合

　
（
前
作
東
支
所
主
任
訪
問
介
護
員
）

○
大
原
支
所
通
所
介
護
員 

安
東　

由
紀

　
（
前
東
粟
倉
支
所
通
所
介
護
員
）

○
大
原
支
所
通
所
看
護
師 

岩
尾
美
保
子

　
（
新
採
用
）

○
東
粟
倉
支
所
通
所
看
護
師 

藤
本
め
ぐ
み

　
（
新
採
用
）

人
事
異
動
（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

唐
内　

清
海
（
英
田
支
所
長
兼
福
祉
活
動
専
門
員
）

退　

職
（
平
成
29
年
３
月
31
日
付
）

　

こ
の
度
、
東
粟
倉
支

所
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

看
護
師
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
高
齢
者

の
方
が
い
つ
ま
で
も
慣

れ
親
し
ん
だ
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
入
職
員
紹
介

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

　

こ
の
度
、
大
原
支
所

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
看

護
師
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
様

と
そ
の
ご
家
族
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
援
助
し
、
利
用
者
様
に
寄
り
添
っ

た
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大原支所
通所看護師

岩
いわ

尾
お

美
み

保
ほ

子
こ

東粟倉支所
通所看護師

藤
ふじもと

本めぐみ
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平
成
29
年
２
月
21
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
20
日 

受
付
分

香
典
返
し

右　

手　
　

小
椋　

睦
子　

様

（
亡　

増　

美
）

真
加
部　
　

早
水　
　

瞳　

様

（
亡　

彰　

人
）

真
加
部　
　

坂
元　

政
文　

様

（
亡　

文　

子
）

長
谷
内　
　

井
上　

利
江　

様

（
亡　

孝　

夫
）

馬　

形　
　

新
免　

良
之　

様

（
亡　

一　

己
）

古　

町　
　

月
見　

松
男　

様

（
亡　

　

市
）

古　

町　
　

服
部　

国
夫　

様

（
亡　

美
智
恵
）

中　

町　
　

樋
元　

智
之　

様

（
亡　

イ
ナ
エ
）

今　

岡　
　

福
田　

和
利　

様

（
亡　

武　

司
）

川　

上　
　

中
尾　

健
吾　

様

（
亡　

武　

久
）

下
香
山　
　

貞
森　

充
彌　

様

（
亡　

春　

子
）

中　

尾　
　

則
本　

一
久　

様

（
亡　

悦　

）

朽　

木　
　

森
本　
　

茂　

様

（
亡　

熊　

代
）

楢
原
上　
　

東
内　

弘
一　

様

（
亡　

弘　

能
）

小　

野　
　

三
木　
　

薫　

様

（
亡　

利　

昭
）

土　

居　
　

浅
尾　

哲
也　

様

（
亡　

昌　

弘
）

土　

居　
　

井
﨑　
　

悠　

様

（
亡　

健　

）

奥　
　
　

梶
井　

邦
敬　

様

（
亡　

秋　

野
）

奥　
　
　

澤
谷　

博
己　

様

（
亡　

利　

子
）

上　

山　
　

小
林　
　

勝　

様

（
亡　

八
重
子
）

城　

田　
　

後
藤　

洋
一　

様

（
亡　

松　

代
）

姫
路
市　
　

岡
阪　

康
彦　

様

（
亡　

美
惠
子
）

一
般
寄
付

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

〒709-4234　美作市江見280
TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0113　美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601　FAX（0868）75-3602

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

英 田 支 所

東粟倉支所

勝 田 支 所

美 作 支 所

大 原 支 所

本所・作東支所

〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509　FAX（0868）78-3230

〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL（0868）78-2800　FAX（0868）78-2946

〒707-0014　美作市北山401
TEL（0868）72-3677　FAX（0868）72-3969

〒701-2604　美作市福本806-1
TEL（0868）74-2488　FAX（0868）74-3232

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
っ

こ
」
は
毎
週
月
・
木
曜
日

の
午
前
10
時
〜
12
時
、
北

山
の
「
世
代
交
流
多
目
的

ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
約
30
人
〜
40
人
の
親
子
が
集
ま
り
、

広
い
畳
の
部
屋
で
子
供
と
自
由
に
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
お
喋
り
し
た
り
な

ど
、
情
報
交
換
や
育
児
の
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
子
育
て
に
悩
ん
で
い
て
相
談

す
る
相
手
が
い
な
い
と
き
な
ど
は
１
人
で

抱
え
こ
ま
ず
に
一
度
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

三
日
見
ぬ
ま
の
桜
…
。
た
っ
た
三
日
間
見

な
い
間
に
、
つ
ぼ
み
で
あ
っ
た
桜
は
満
開
に

な
り
、
満
開
の
桜
は
す
ぐ
に
散
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
物
事
は
わ
ず
か
な
間
に
ど
ん
ど
ん
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
桜
は
お
祝
い
や
新
し

い
門
出
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
昔

は
、
桜
湯
（
さ
く
ら
ゆ
）
を
縁
起
の
悪
い
物

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
ま
で

は
、
花
が
散
る
頃
に
な
る
と
急
速
に
色
が
さ

め
て
し
ま
う
桜
も
あ
る
た
め
「
桜
ざ
め
」
と

い
っ
て
避
け
ら
れ
、
結
婚
式
で
桜
湯
を
出
す

と
、
新
郎
新
婦
の
気
持
ち
が
さ
め
て
し
ま
う

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
「
花

ひ
ら
く
」
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
桜
湯

は
結
婚
式
に
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
さ
て
、
美
作
市
社
協
も
新
年
度
を

迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
も
気
持
ち
を
新
た
に
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
が
「
花

ひ
ら
く
」
よ
う
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
、
地

域
福
祉
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【 

あ
と
が
き 

】

表紙の写真

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

美
作
市
社
協
広
報
紙
の
表
紙
写
真
は
、

今
月
号
か
ら
鶴
田
秀
和
さ
ん
に
撮
影
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鶴

田
さ
ん
は
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
美
作

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
東

粟
倉
地
域
に
移
住
さ
れ
、
現
在
、
地
域

の
特
産
物
で
あ
る
お
餅
や
そ
う
め
ん
を

販
売
す
る
『
こ
ぶ
し
庵
』
を
運
営
す
る

傍
ら
、
農
家
民
宿
『
福
屋
』
の
運
営
も

手
が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
活

の
地
で
あ
る
東
粟
倉
地
域
の
四
季
折
々

の
様
々
な
風
景
を
紹
介
し
、
里
山
の
魅

力
を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
里
山

デ
イ
ズ
」
も
立
上
げ
、
都
市
と
里
山
を

繋
ぐ
様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
鶴
田
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
地

域
に
出
向
き
、
市
民
の
民
様
の
「
輝
く

笑
顔
」
を
素
敵
な
写
真
で
お
届
け
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鶴
田 

秀
和 

さ
ん

カ
メ
ラ
マ
ン
紹
介


